
詐欺被害に関する注意喚起（１０月７日） 

 

 

【ポイント】 

・ 非対面の方法で相手に接触し金銭をだまし取る、いわゆる特殊詐欺が海外で

も発生しています。犯人はバーレーン警察等の政府機関職員を名乗り、場合

によっては制服等を着用した上で、個人情報や銀行口座情報を聞き出そうと

します。 

・ 犯罪の手口は非常に巧妙であり、「逮捕する」や「口座が差し押さえられる」

等の文言により、被害者を不安状態に陥れることから、すぐに相手の要求に

応えるのではなく、冷静に対応することが非常に重要です。 

・ 少しでも違和感を覚えたり、政府関係者から電話上で口座情報の提供を求め

られるなど疑わしい状況が発生した場合には、相手方の所属・氏名・連絡先

を聞いた上で折り返し電話する旨を告げるなどして、一旦電話を切ることを

優先して下さい。その上で一人で悩むことなく、家族や友人、警察又は日本

国大使館に遠慮なくご相談ください。 

・ バーレーン警察も、治安機関を騙ったビデオ通話利用の詐欺について注意喚

起を行った上で、「政府関係者が電話やビデオ通話を通じて、機密性の高い個

人情報や金融情報を求めることは決してない」、「個人情報や銀行口座情報を

決して教えないこと」と呼びかけています。 

https://www.instagram.com/p/DZhi_HgOkxK/ 

・ また、これら手口の他にも、日本国大使館職員や日本の政府職員を騙る手口

も確認されていますので、詳細な手口や対応方法等は、令和７年１２月１６

日発出の広域情報「特殊詐欺についての注意喚起」も併せてご参照ください。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2025C057.html 

https://www.instagram.com/p/DZhi_HgOkxK/

